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保護者に対し周知・啓発を

化学物質過敏症の誘因に

合成香料等の使用自粛

業
の
実
証
実
験
へ
の
支
援
等
を

進
め
て
き
た
。
令
和
２
年
12
月

に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ

研
究
所
が
本
市
等
と
連
携
し
、

新
た
な
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

と
し
て
、
湘
南
み
ら
い
都
市
研

究
機
構
を
発
足
し
た
。今
後
は
、

近
隣
市
町
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ

や
民
間
企
業
等
と
の
連
携
を
強

化
し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
推

進
し
て
い
く
。
本
市
が
市
民
に

と
っ
て
、
よ
り
安
全
安
心
で
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
へ
と
発
展
で

き
る
よ
う
、
庁
内
の
横
断
的
連

携
を
図
り
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
※
１
）

等
の
先
端
技
術
を
様
々
な
分
野

の
課
題
解
決
に
活
用
し
て
い
く
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
、
物
流
業
界
で
働
き
方
改

革
等
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
が
、

本
市
で
行
っ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
実
証
実
験
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
パ
ナ
ソ
ニ

や
光
警
報
装
置
の
設
置
状
況
に

差
が
あ
る
こ
と
は
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
今
年
度
中
に
、
光
警

報
装
置
を
分
庁
舎
２
階
の
地
域

福
祉
プ
ラ
ザ
の
４
つ
の
活
動
室

内
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
未

設
置
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
段

階
的
に
設
置
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
は
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
も

分
か
り
や
す
く
、
災
害
時
に
も

活
用
で
き
る
非
常
に
有
効
な
情

報
伝
達
手
段
で
あ
る
た
め
、
市

民
利
用
の
多
い
市
の
施
設
を
対

象
に
、
積
極
的
に
設
置
を
進
め

て
い
く
。
　
　

ふ
じ
さ
わ
障
が
い
者
プ
ラ
ン

に
掲
げ
る
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

一
人
一
人
の
障
が
い
の
特
性
を

理
解
し
、
当
事
者
や
保
護
者
の

方
の
意
見
等
に
真
摯
に
向
き
合

い
、
障
が
い
者
施
策
を
進
め
て

い
く
。

県
と
と
も
に
支
援
し
て
い
る
。

物
流
業
界
で
は
、
感
染
症
対
策

と
し
て
の
非
接
触
配
送
や
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

将
来
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

濃
厚
接
触
者
の
方
は
、
速
や
か

に
検
査
が
で
き
る
医
療
機
関
へ

つ
な
げ
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
も
感
染
状
況
を
注
視
し
、

関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
必
要

な
検
査
体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

質
問

ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
で
あ

る
高
齢
者
施
設
等
で
は
、
陽
性

者
が
出
た
時
だ
け
で
な
く
、
積

極
的
な
検
査
が
望
ま
れ
る
。
世

田
谷
区
で
は
積
極
的
検
査
で
無

症
状
感
染
者
を
未
然
に
発
見
し

て
お
り
、
本
市
で
も
医
療
・
介

護
・
保
育
・
教
育
等
の
全
施
設

職
員
に
検
査
を
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

各
施
設
に
従
事
す
る
全

て
の
職
員
を
検
査
す
る
こ
と
は
、

継
続
的
・
定
期
的
な
検
査
が
必

要
と
な
る
た
め
、
検
査
対
象
者

の
負
担
や
効
果
、
検
査
に
係
る

従
事
者
や
検
査
機
関
の
確
保
等

の
課
題
が
あ
り
、
本
市
で
の
実

施
は
困
難
だ
と
考
え
て
い
る
。

に
恐
れ
ず
、
感
染
防
止
と
学
び

の
保
障
の
両
立
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員

会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

感
染
防
止
と
学
び
の
保

障
の
両
立
は
、
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

緊
急
事
態
で
あ
っ
て
も
必
要
な

教
育
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

令
和
２
年
12
月
３
日
付
の
文

部
科
学
省
通
知
に
お
い
て
、
学

校
で
感
染
者
が
発
生
し
た
際
の
、

臨
時
休
業
等
の
対
応
に
つ
い
て

見
直
し
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
そ
の
通
知
を
踏
ま
え
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
修
学
旅
行
等
の
学
校

行
事
の
実
施
は
、
教
育
活
動
の

質
の
向
上
を
図
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
持

ち
、
各
学
校
が
子
ど
も
た
ち
の

学
び
を
第
一
に
考
え
た
教
育
課

程
を
編
成
し
、
学
校
行
事
等
を

委
員
会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

児
童
生
徒
の
健
康
面
に

配
慮
し
た
学
習
活
動
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
各
学
校
に
様
々
な

情
報
を
提
供
し
、
共
通
認
識
を

図
る
こ
と
で
、
電
磁
波
過
敏
症

等
に
対
応
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校

学
び
を
止
め
る
な

西　

智�
�

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
は
感
染
症
と
い
う

直
接
的
な
影
響
よ
り
も
、
修
学

旅
行
等
の
中
止
、
健
康
診
断
の

選
択
制
に
よ
る
受
診
率
低
下
、

感
染
者
が
出
た
際
の
臨
時
休
校

や
過
剰
な
判
断
に
よ
る
濃
厚
接

触
者
の
多
さ
な
ど
、
間
接
的
な

マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
の
方
が
大

き
い
と
考
え
る
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ

は
あ
り
え
ず
、
目
指
す
べ
き
で

は
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
を
過
剰

答
弁

火
災
な
ど
の
災
害
発
生

時
に
お
け
る
聴
覚
障
が
い
者
へ

の
情
報
保
障
と
し
て
、
環
境
整

備
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
施

設
に
よ
り
避
難
誘
導
用
回
転
灯

ー
ジ
の
活
用
も
有
効
と
考
え
る
。

命
を
守
る
と
い
う
視
点
か
ら
、

早
急
に
環
境
整
備
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

実
行
プ
ラ
ン
の
内
容
に
優
秀
な

人
材
の
採
用
を
位
置
づ
け
、
様 

々
な
経
験
や
知
識
を
有
す
る
人

材
の
採
用
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。

あ
わ
せ
て
、
既
存
の
職
員
の

能
力
開
発
を
行
う
な
ど
、
中
長

期
的
な
視
点
に
立
ち
、
採
用
か

ら
人
事
の
在
り
方
ま
で
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
た
取
組
を
進

め
て
い
く
。

障
が
い
者
等
の
避
難

情
報
伝
達
設
備
設
置
を

井
上　

裕
介�

�

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

避
難
誘
導
用
回
転
灯
等

は
、
災
害
発
生
時
等
の
緊
急
時

に
聴
覚
障
が
い
者
の
避
難
に
有

効
で
あ
る
が
、
市
役
所
や
市
民

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
状
況
に
差

が
あ
る
。
ま
た
、
障
が
い
者
や

高
齢
者
に
対
す
る
情
報
提
供
手

段
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ

こ
れ
ら
を
優
秀
な“

人
財”

の
確
保
と
併
せ
て
、（
仮
称
）

藤
沢
市
行
財
政
改
革
２
０
２
４

基
本
方
針
に
位
置
づ
け
、
着
実

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

人
口
減
少
社
会
に
お
い

て
職
員
の
確
保
が
難
し
く
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
将

来
を
見
据
え
た
優
秀
な
人
材
を

採
用
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
優
秀
な
人
材
を
引
き
つ
け

る
よ
う
な
本
市
の
政
策
や
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
人

材
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
重
要

に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

（
仮
称
）
藤
沢
市
行
財
政
改

革
２
０
２
４
基
本
方
針
の
素
案

に
お
い
て
も
、
将
来
を
見
据
え

た
職
員
力
の
強
化
を
新
た
な
行

財
政
改
革
の
基
本
的
な
考
え
の

柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、
今
後
策
定
予
定
の

発
見
、
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

時
代
に
合
わ
せ
た
採
用

改
革
の
柱
に
位
置
づ
け

堺　

英
明　

�
�

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

質
問

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ

た
人
事
と
し
て
、
ま
ず
採
用
を

柱
と
し
て
掲
げ
、
次
に
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、
長
期
的

に
は
管
理
能
力
を
有
す
る
者
を

確
保
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

ー
ル
プ
レ
イ
等
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
各
学
校
が
実
効
性
の
あ

る
予
防
的
取
組
を
行
え
る
よ
う
、

一
層
の
活
用
を
促
し
て
い
く
。

質
問

い
じ
め
対
策
と
し
て
、

匿
名
に
よ
る
通
報
ア
プ
リ
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、い
じ
め
の
早
期
発
見
、

解
決
の
た
め
の
活
用
に
つ
い
て
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
全
児
童
生

徒
へ
配
付
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
用
い
た
、
匿
名
で
の
通

報
や
相
談
を
受
け
る
仕
組
み
づ

く
り
が
可
能
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
本
人
や
周
り
の
児
童

生
徒
か
ら
の
情
報
が
受
け
取
り

や
す
く
な
る
こ
と
で
、
い
じ
め

や
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
等
の
早
期

松
下　

賢
一
郎�

�

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

児
童
生
徒
の
暴
力
行
為

の
低
年
齢
化
が
指
摘
さ
れ
、
小

学
校
段
階
で
の
予
防
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
学
校
教
育
の
早
期

段
階
に
お
け
る
対
人
関
係
ス
キ

ル
の
習
得
と
補
充
を
図
る
取
組

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

怒
り
の
感
情
を
上
手
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
暴
力

行
為
を
繰
り
返
す
児
童
が
特
に

低
学
年
に
増
加
し
て
い
る
傾
向

が
あ
り
、
怒
り
の
感
情
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

有
用
性
を
認
識
し
て
い
る
。
学

校
で
は
、
道
徳
等
の
時
間
で
ロ

精
選
・
再
構
築
し
て
い
け
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
安
全

を
第
一
に
考
え
、
感
染
症
対
策

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
学
校

行
事
を
含
め
た
学
び
の
歩
み
を

止
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
引
き

続
き
学
校
の
支
援
に
努
め
て
い

く
。ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ

産
学
官
連
携
し
推
進

安
藤　

好
幸　

�
�

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

令
和
２
年
度
の
施
政
方

針
に
、
最
先
端
技
術
を
積
極
的

に
活
用
し
た
安
全
安
心
で
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
、
ス
マ
ー
ト
藤

沢
の
実
現
に
向
け
加
速
す
る
と

あ
る
が
、
現
在
の
取
組
状
況
と

今
後
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

ロ
ボ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
産
業

振
興
等
に
取
り
組
み
、
民
間
企

ッ
ク
株
式
会
社
が
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
※

２
）
の
技
術
開
発
事
業
に
参
画

し
、
藤
沢
Ｓ
Ｓ
Ｔ
に
お
い
て
、

発
注
さ
れ
た
物
品
を
店
舗
か
ら

個
人
宅
に
配
送
す
る
想
定
で
実

施
さ
れ
て
い
る
実
証
実
験
を
、

高
齢
者
施
設
等
従
事
者

積
極
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

山
内　

幹
郎　

�
�（

日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
３
波

が
到
来
す
る
中
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
遅
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
多

く
の
陽
性
者
が
出
た
た
め
、
後

追
い
し
て
検
査
数
が
増
え
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
検
査
拡
大
に

対
す
る
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
弁

検
査
は
、
帰
国
者
・
接

触
者
外
来
を
設
置
す
る
医
療
機

関
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
等

で
実
施
し
て
き
た
。
医
療
機
関

と
調
整
を
図
る
中
で
、
連
休
で

も
検
査
へ
つ
な
が
る
体
制
を
整

備
し
た
。
ま
た
、
令
和
2
年
10

月
か
ら
は
北
保
健
所
休
日
・
夜

間
急
病
診
療
所
で
の
発
熱
診
療

で
、
検
査
で
き
る
体
制
を
整
備

し
た
。こ
れ
ら
に
よ
り
現
在
は
、

医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
や

等
の
使
用
自
粛
を
呼
び
か
け
る

取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

保
育
園
で
は
、
成
長
期

の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、
柔
軟
剤
の
香
り
を

不
快
に
感
じ
体
調
を
崩
す
と
い

う
申
出
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

柔
軟
剤
の
適
切
な
使
用
を
促
し

て
い
る
。そ
の
た
め
本
市
で
は
、

柔
軟
剤
等
の
強
い
香
り
に
対
す

る
配
慮
に
つ
い
て
、
保
護
者
へ

の
周
知
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

質
問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
向
け
た
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
の

環
境
整
備
は
、
将
来
、
子
ど
も

た
ち
が
情
報
処
理
・
技
術
を
活

用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ

る
が
、
電
磁
波
過
敏
症
等
の
リ

ス
ク
を
市
内
学
校
全
体
で
認
識

し
、
適
切
な
対
策
を
し
た
上
で

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
教
育

谷
津　

英
美　

�
�

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

柔
軟
剤
等
の
人
工
的
な

香
り
は
、
子
ど
も
の
体
へ
の
影

響
が
大
き
く
、
ぜ
ん
そ
く
等
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
化
学

物
質
過
敏
症
の
誘
因
に
も
な
る
。

保
育
園
に
お
い
て
も
保
護
者
に

対
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に

よ
り
、
合
成
香
料
を
含
む
洗
剤

一

質
般

問
な
主

質
問と

弁
答

（※ 1）IoT…Internet of Things の略称。コンピュータ等の情報・通信機器だけでなく、身の回りのあらゆる物に通信機能を持たせ、インターネットに接続すること。　
（※ 2）NEDO…国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構。エネルギー・環境技術等の開発を推進し、その普及を支援している。

児
童
生
徒
の
暴
力
・
い
じ
め
対
策

予
防
的
取
組
や
早
期
発
見
に
生
か
す

対
人
ス
キ
ル
習
得
や
匿
名
通
報
ア
プ
リ
導
入

「香り」についての周知・啓発が求められる

避難誘導用回転灯等の設置を段階的に進めていく

民間の最先端技術を活用した配送ロボットの実証実験を支援

⑷


